
１．数値目標による評価 達成

目標値の達成度（100％未満） 未達

92,720 人

105,086 人

81,890 人

94,810 人

570 件

652 件

10,837,000 円

15,054,209 円

達成

目標値の達成度（100％未満） 未達

2,800 点

414 点

1,750 点

1,347 点

80 ％

96 ％

80 ％

95 ％

80 件

80 件

30 件

31 件

300 回

237 回

12 件

20 件

       

基準値：63,340人　目標参考値：81,889人

達成値 特記事項

1

達成値

昨年度実績を参考

基準値：385件　目標参考値：568件

当該年度予算計上額

評価基準

（２）館別独自項目

目標数

平成２９年度博物館施設評価集計シート(３月末最終）

3 展示 常設展 満足度

基準値：75,817人　目標参考値：92,713人　　

目標数

学芸系職員一人1件

7 情報発信
インターネッ
トの活用

昨年度実績を参考

1日1回（開館日）

施設名 　　　自然の博物館

評価基準

目標値の達成度（100％以上）

（１）全館共通項目

視点 項目 指標
目標値

評価
目標値の設定根拠

利用状況 利用者数
年間入館者とアウ
トリーチ参加者数

達成

2 利用状況
常設展観
覧者

年間常設展観覧
者数

達成

3 広聴・広報
事業情報
の発信

対マスコミ情報
発信件数

達成

4 利用状況 経営努力
観覧料および事
業等収入額

達成

目標値の達成度（100％以上）

視点 項目 指標
目標値

評価
目標値の設定根拠

特記事項

1 資料 収集・整理 新規登録数 未達

2 資料 展示活用 利用数 未達

達成

4 展示
特別展・企
画展

満足度 達成

5 学習支援
学校教育へ
の支援

出前授業及び観
察指導

達成

6 学習支援
社会教育等
への支援

外部施設・周辺環
境への派遣件数

達成

ツイート数 未達

8 調査研究 成果発表 研究成果の発表 達成
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19人 総予算額

(9人） （人件費を除く）

事業経費

（上記の内数）

特定財源予算額

（うち観覧料収入）

 

収集資料点数 （5,474,560円） （平成２８年度）
4,700点

（学芸員数）

収蔵資料総点数
(H29.3末現在）

162,899点
（平成２８年度）

県民人口に対する利用者割合

32,468,000円
利用者一人あたりのコスト

533円

平成２８年度

職員一人あたりの県民人口 38.4万人

10,837,000円
1.27%

（注）平成２９年度４月１日現在の埼玉県推計人口は7,294,490人である

年度内に取り組んだ重点事業、新たな取り組み等

１　国天然記念物関連事業

２　常設展示ホールの改修

３　関係機関との連携

４　市町村の支援（共催展・出張展示）

１　国天然記念物関連事業
　⑴　クジラ化石展示室の設置  （１月）
　⑵　古秩父湾バスツアーの企画（５月１３日）
　⑶　保存活用計画策定委員会の設置 （７月）
  ⑷   こちちぶわんスタンプラリーの実施 （３月）
２　常設展示ホールの改修
　　ジオパーク秩父コーナー、長瀞の自然コーナー、県のシンボルコーナーの設置（１月）
３　関係機関との連携
　⑴　ＤＩＶＥ!ＣＨＩＣＨＩＢＵ「秩父湾編」特集及び スタンプラリー実施（西武鉄道）（７月１５日～９月３日）
  ⑵  古秩父湾バスツアーの実施 （秩父鉄道）（５月１３日）
  ⑶  ＳＬミュージアムトレインの運行（秩父鉄道）（８月１８日）
  ⑷　紅葉ライトアップの実施（長瀞町観光協会）（１１月１１日～２６日）
４　市町村支援（共催展・出張展示）
　⑴　川口市立科学館　　「地面の下からこんにちわ」（６月１０～７月９日）
　⑵　所沢市立図書館柳瀬分館及び吾妻分館　「アンモナイト展」（６月１７日～８月２９日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講演会（６月１７日）
　⑶　羽生市立郷土資料館　「動物とからだとすみか」（７月１５日～８月２８日） 自然観察会（８月６日）
　⑷　飯能市民活動センター「アンモナイト展」（７月１０～３１日） 講演会 （７月２２日）
　⑸　桶川市駅西口図書館「古秩父湾パネル展」（１２月９～１７日） 講演会（１２月１７日）

　１・２　　天然記念物コーナーに秩父の名がつくクジラ化石３件の実物を展示保管するスペースを新
　　たに整備し、天然記念物に指定されている全ての化石を展示するとともに、ジオパーク秩父コーナ
　　ー、長瀞の自然コーナー、県のシンボルコーナーを整備することで、埼玉の大地の成り立ちや自然
　　をわかりやすく紹介する展示が完成し、当館の魅力が一層高まった。
　３　関係機関と連携して効果的な情報発信や事業展開を図ることができた。
　４　市町村支援を通じて当館から遠方の県民に埼玉の自然を紹介することができた。

基礎データ

職員数
42,296,000円


